
で
終
わ
り
、
負
の
指
数
（1

0
-N,N
＞
0

）
を
持
つ
接
頭

語
名
称
は
「 
o 
」
で
終
わ
る

オ
ー

こ
と
、
指
数
の
絶
対
値
が
等

し
い
接
頭
語
の
記
号
は
同
じ

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
、

正
の
指
数
に
対
し
て
は
大
文

字
、
負
の
指
数
に
対
し
て
は

小
文
字
を
用
い
る
こ
と
、
を

原
則
と
し
て
い
る
。

　

少
し
わ
か
り
に
く
い
が
、要

は
、
①
倍
数
（
大
き
い
数
）
の

接
頭
語
は
「
末
尾
」
を
「
a
」

に
し
て
記
号
は
「
大
文
字
表

記
」に
す
る（q

u
e
tta

＝
Q
、

ro
n
n
a

＝
R
）、
約
数
（
小
さ

い
数
）の
接
頭
語
は「
末
尾
」を

「
o
」
に
し
て
記
号
は
「
小
文

字
表
記
」（q

u
e
cto

＝
q
、

ro
n
to

＝
r
）
に
す
る
。

　

そ
の
結
果
、　

の　

乗
は

10

30

「q
u
e
tta

（
ク
エ
タ
）」

（
Q
）、　

の　

乗
は
「ro

10

27

n
n
a

（
ロ
ナ
）」（
R
）、　

の
10

マ
イ
ナ
ス　

乗
は
「ron

to

27

（
ロ
ン
ト
）」（
r
）、　

の
マ

10

イ
ナ
ス　

乗
は
「q

u
e
cto

30

（
ク
エ
ク
ト
）」（
q
）
が
提

案
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

■
倍
数
と
約
数
は
セ
ッ
ト
に

　

②
指
数
の
「
絶
対
値
が
等

し
い
」
接
頭
語
は
、
倍
数
と

約
数
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、「
同

じ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」
で
わ

か
り
や
す
く
示
す
。

　

今
回
の
4
つ
の
接
頭
語

も
、「
ク
エ
タ
（qu

etta

）」

（
Q
）
と
「
ク
エ
ク
ト
（qu

ecto

）」（
q
）、「
ロ
ナ
（r

o
n
n
a

）」（
R
）
と
「
ロ
ン

ト（ron
to

）」（
r
）が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
、　

の　

乗
はqu

e

10

30

cca
（
ク
エ
カ
）が
候
補
だ
っ

た
が
、
あ
る
言
語
で
似
た
言

葉
が
あ
る
と
い
う
指
摘
を
う

け
、q

u
e
tta

（
ク
エ
タ
）

に
修
正
さ
れ
た
。

■　

年
ぶ
り
の
範
囲
拡
張

31

　

総
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば
、

「
ゼ
タ
」
や
「
ヨ
タ
」、「
ゼ

プ
ト
」
や
「
ヨ
ク
ト
」
が
追

加
さ
れ
た
1
9
9
1
年
以
来

の
、　

年
ぶ
り
の
S
I
接
頭

31

語
の
範
囲
拡
張
と
な
る
。

■
S
I
接
頭
語

　

大
き
な
量
あ
る
い
は
小
さ
な

量
を
端
的
に
記
述
す
る
た
め

に
、　

の
べ
き
乗
を
表
し
、
S

10

I
単
位
と
共
に
用
い
ら
れ
る
も

の
を
S
I
接
頭
語
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
は
、　

の　

乗

10

24

か
ら　

の
マ
イ
ナ
ス　

乗
の

10

24

範
囲
の
も
の
が
認
め
ら
れ
て

い
た
。
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
情

報
量
の
急
激
な
増
加
な
ど
、

科
学
技
術
の
発
展
に
伴
い
、

S
I
接
頭
語
の
範
囲
拡
張
が

要
請
さ
れ
て
い
た
。

■
S
I
接
頭
語
候
補
の
「
厳

し
い
条
件
」

　

候
補
の
決
定
に
際
し
て

は
、
慣
例
や
利
便
性
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
。

■
記
号
に
用
い
る
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
は
、「
q
」
と
「
r
」

の
2
つ

　

既
に
他
の
S
I
接
頭
語
、

S
I
単
位
、
そ
の
他
の
単
位

な
ど
で
記
号
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
文
字
は
、
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
使
用
し
な

い
。
そ
こ
で
、
記
号
に
用
い

る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
大

文
字
・
小
文
字
と
も
に
使
え

る
、「
q
」
と
「
r
」
の
2
つ

に
限
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
最
近
の
慣

例
に
従
い
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ

シ
ャ
語
の
単
語
を
参
考
に
し

て
名
称
の
候
補
が
決
め
ら
れ

た
。

■
接
頭
語
名
称
の
末
尾
と
記

号
の
規
則

　

1
9
7
5
年
以
降
に
追
加

さ
れ
た
接
頭
語
と
同
様
に
、

正
の
指
数
（10

N,N
＞
0

）

を
持
つ
接
頭
語
名
称
は「
a
」
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3
3
7
8
・
3
3
7
9
号

を
合
併
号
と
し
、
4
月　

日
24

付
で
発
行
し
ま
す
。

5
月
8
日
付
は
休
刊
し
ま

す
。

S
I
接
頭
語
の
範
囲
拡
張
へ                                                     
①
面

計
量
機
関
・
団
体
人
事
異
動
（
2
）                     
②
③
面

特
定
計
量
器
検
定
検
査
規
則
改
正
ほ
か 
（
2
）      
④
⑤
面

特
集
・
と
う
き
ょ
う
の
計
量
№
2
8
4              
⑥
〜
⑧
面

政
府
関
係
の
人
事
異
動                                        
⑨
面

寄
稿
：
佐
藤
克
哉
、
江
尻
義
博                              
⑩
面

「
一
般
計
量
教
習
」
を
募
集
、
社
説
「
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
の
普
及
と
技
術
革
新
」                              
⑪
面

第　

回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
、
島
津
：
新
た
な

30
C
O
2
排
出
削
減
目
標
設
定
、
表
「
S
I
接
頭
語
の

名
称
と
記
号
」                                                  
⑫
面

今週の主な記今週の主な記事事

S
I
接
頭
語
の
範
囲
拡
張
へ

国
際
度
量
衡
総
会
で
承
認
さ
れ
れ
ば

1
9
9
1
年
以
来

情
報
量
が
急
増
し
た
科
学
技
術
の
発
展
へ
の
対
応

　

2
0
2
2
年　

月
に
開
催
予
定
の
第　

回
国
際
度
量
衡

11

27

総
会
で
、「
大
き
な
数
」
と
「
小
さ
な
数
」
を
表
す
言
葉

（
S
I
接
頭
語
）
が
そ
れ
ぞ
れ
2
つ
ず
つ
の
計
4
つ
、　
10

の　

乗
、　

の　

乗
、　

の
マ
イ
ナ
ス　

乗
、　

の
マ
イ

30

10

27

10

27

10

ナ
ス　

乗
の
「
S
I
接
頭
語
」
の
名
称
と
記
号
が
新
た
に

30

提
案
さ
れ
る
予
定
だ
。　

の　

乗
は
「q

u
e
tta

（
ク
エ

10

30

タ
）」（
Q
）、　

の　

乗
は
「ron

n
a

（
ロ
ナ
）」（
R
）、

10

27

　

の
マ
イ
ナ
ス　

乗
は
「ro

n
to

（
ロ
ン
ト
）」（
r
）、

10

27

　

の
マ
イ
ナ
ス　

乗
は
「qu

ecto

（
ク
エ
ク
ト
）」（
q
）

10

30

が
提
案
さ
れ
る
。（
見
や
す
い
一
覧
表
は
⑫
面
に
掲
載
）

表　SI接頭語の名称と記号（囲った部分は追加案）

産業技術総合研究所計量標準総合センター作成の表を一部編集




